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とする気持ちは戦闘での武勇や間断のない勇猛さと不可分に関連 し合 うようになりました。 こ
のような名誉の追求は武力を使用することができる能力を武士が最終的に独占するようになっ
たこととも密接に関係 しています。名誉は、十七世紀から十八世紀にかけての時代に 「武士
道」 とい う名で知られるようになったもの 一すなわち、武士が持っていた独特な一連の価値
観一 の最も主要な原動力だったのです。武士は、他 とは異なる社会階級として成長 してゆく
につれ、戦争と戦闘技術を名誉の究極の表現としてたたえる一連の しきた り(約 束事/慣 例)
も作 り上げま した。
P.L.バ ーガーも言っています ように、「名誉 とい う概念には、アイデンティティーは本質
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的に 一少なくとも、重要な程度にまで一 制度上の役割 と関連 しているという意味合いが含ま
れている」のです。同様に、平安時代後期から鎌倉時代にかけて武士階級が発展 してゆくにっ






合法化(正 当化)す ることをも可能にする手段 となったのである。武士は他の日本人から、紛
争を解決 し平和を保つ力を持っている人々と見なされていたのである。」
武力と名誉をこのように並置 し武力を自尊:心の中心的な構成要素として位置づけるとい うこ
とは武士文化の最もダイナ ミックな(力 強 く躍動感に満ちた)側 面でした。後に、武士同士が
争い合 うのを思いとどまらせようとして喧嘩両成敗 とい う制度が考え出された り、武士文化の
荒々しさを和 らげようとして殉死 一平時における忠誠心の表現としての自害一 が禁止 された
りしましたが、このような政治的な試みは武士たちの極めて激 しい抵抗にあいま した。
当然のことながら、名誉 というものは武勇や武力によって表現 されていましたので 厂死」の
問題は武士の存在にとって中核的な問題でした。西洋の騎士にも当てはまることですが、人を
殺めるという仕事(任 務)は 様々な方法で正当化 されたり弁護 されたりしていたとはいえ、そ
れは基本的には決 して道徳的な行為 としてなされていたわけではありませんで した。





道徳を振 りかざすような道学者的な判断を積極的に下すとい うことはしませんでした。っま り、






生まれ変わる運命にある罪人(つ みび と)で した。 しかも、武士は常に血や死 と直接関わ りを
持っていたため、穢れを忌み嫌 うという神道の重要なタブーにも抵触 していました。従って、
神道の風習とい う視点から見ても穢れていたのです。
それにもかかわらず、宗教的なタブー(禁 制)を 犯 しているということが原因で武士が武力
を行使す るとい う自分の職業を捨てることが助長 され るとい うことはありませんで した。それ
どころか、広く普及 していた宗派である浄土宗などは武士に救いの手を差 し伸べ、現象的に対
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立す る生 と死は根本的には一体であるとい う 厂生死不二」の考えを説き生 と死を存在論的に理
解す ることを奨励 しました。 「無常」 とい う概念も広 く知られるようになりました。 この言葉
は、元来は仏教用語で、生を享けたものは全て死ななければならずいかなるものも不変のまま
でいることはないという教えを表している言葉です。 「諸行無常」とい う用語も広く知 られる
ようになりました。 この言葉は万物は常に変化 してお り少 しの間も不変であることはないとい
う意味で、仏教の三法印(さ んぽういん:仏 教教理を特徴づける三つの根本的教説)の 一っで







西洋の騎士の場合にはキリス トの像やキ リス トを見習って受難に耐えようとす る気持ちは武










ときや慣習化 した戦闘訓練(武 術の稽古)を おこなっている時には自分が普段とは全く異なる
「現実」や全 く異なる世界の中にいることに気付きます。P .:L.バ ーガーも述べています よう
に、「人は、ほとんどの時間、 自分が知っているほとんどの他の人たちと一緒に普通の日常的
な生活とい う隅々まで現実で固められたような実世界の中に自分が置かれていることに気付い
ている。 しか し、人はこの平々凡々とした 日常的な現実の中で 日常的現実と断絶 した状態も経
験する。このような断絶状態は日々の生活において圧倒的優位を保っている日常的な現実の境
界や果てにあるものとして経験 される」のです。このような 「現実(断 絶状態)」 は通常の現
実とは全く異なる類のものです。このような現実(断 絶状態)の 中には明らかに心理作用(例
えば、睡眠と目覚めとの境目の状態である夢)に 基づいているものもあれば、激 しい肉体的感
覚(例 えば、厳 しい武術の稽古によって生 じる苦痛の感覚や快い感覚)に 基づいているのでは
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た時、突然自分が 日常的世界の外に立っている気分になり、日常的世界 というものが欠陥のあ
る不合理な世界に見えてきます。さらにはそれが幻想の世界に見えてくることさえあります。
日常的世界の現実味が突然薄れた り消えて しまった りするのです。このように、これらの断絶
状態は性質的には全て、通常の世界の 「外 に立っている」ように感 じるとい う意味において文
字通 り忘我の状態なのです。敵の首を斬 り落とした り、さらには切腹によって自害した りする




も他人についての認識の仕方 も変わってきます。 このような経験をす ると人は本当の自分をさ





い と思います。特に、生死の問題を超越 している精神状態(生 死超越)に ついてご質問させて
いただきたい と思います。 日本では戦国時代とその後の時代に優れた武士の体験:や技術が体系
化され 厂流」と呼ばれる武術の流派が数多く生まれました。多くの場合、このような流派では
秘伝の教えが 一特に、生死についての不安を超越 した精神状態に関する奥義が一 伝授されて
いました。 この精神状態を描写するために多くの用語が使用 されています。例えば、「平常心」、
「常の心」、「水月」(水 面に映る月)と いったような言葉が用いられています。西洋の騎士もま
た自分たちの戦闘経験に基づいて死の問題に対 して特別な心構え 一騎士を社会の他の人々と
区別立てするような特別な心構え一 を持っていたので しょうか。また、そのような特別な心
構えに関連 した特殊な用語 もあったのでしょうか。お教えいただけませんでしょうか。
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